
①内容物の確認 ②後部面を取り外す ③トリガーモジュールを置く

⑤ワイヤー保護パイプ取付

パイプの固定位置 ⑥ワイヤーをほどく ⑦調整ツマミを取り外す

⑧連動ワイヤーを保護パイプに通す ⑨トリガー連動フックの穴にワイヤーを通す ⑩調整ツマミの取り付け

連動ワイヤーを3列目の隙間から取り
出し保護パイプ内へ通してください。

ワイヤーをトリガー連動フックの穴に通
してください。

連動ワイヤーに調整ツマミを取り付け
準備終了です。

パイプの端は扉のラインに揃えてくださ
い。

まとめてある連動ワイヤーのテープを
外し、ほどいてください。

連動ワイヤー先端についている調整
ツマミを取り外してください。

連動ワイヤーを保護するパイプを結束
バンドを用いて取り付けてください。

■らく捕りー トリガーモジュール 組立方法

後部面を取り外したアニマルトラップ
Model1079を立ててください。

アニマルトラップの向きに合わせてトリ
ガーモジュールを置いてください。

・らく捕り―トリガーモジュール・スライド
扉・500㎜ワイヤー保護パイプ・結束
バンド×3・蝶ネジ×3・φ6スプリング
ワッシャー×3・φ6平ワッシャー×3
が揃っていることを確認してください。

④蝶ネジで固定

上部と左右にある3か所のネジ穴に、蝶ネジ、スプリングワッシャー、平ワッシャーを用
いてトリガーモジュールを固定してください。トラップのメッシュ位置は2列目です。
蝶ネジは仮止めで3点とめた方がスムーズに取り付けられます。
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頭部を引っ張る 

※掲載している商品は予告なしに外観・仕様・価格が変更される場合がありますのでご了承ください。
※掲載している商品の価格、仕様は2022年11月1日現在のものです。



①ドアロック解除 ②入口扉開放 ③トリガー連動フックをセット

④ワイヤー調整ツマミのセット ⑤ワイヤー位置の調整 ⑥作動確認

⑦トリガーに餌を取り付ける ⑧誘因物を塗る ⑨フィルムを剥がす

⑩スライド扉を挿し込む ⑪リンチピンで固定 ⑫完成・設置

トリガーに乾燥させたマシュマロやドー
ナッツ等をねじ込んでください。下に
ドッグフードやコーン等をいくつか置くこ
とも有効です。

ピーナッツバター等匂いの強いものを
穴付近に塗り、トリガーモジュール内に
匂いを充満させます。匂いが強いほど
アライグマが手を入れやすくなります。

スライド扉の色付きフィルムを剥がし
てください。

スライド扉を挿し込んでください。 スライド扉が開かないようにリンチピン
で固定します。

誘因する餌等を加えて設置してくださ
い。

連動ワイヤーを強く引っ張りながら、
調整ツマミをフックに密着させてくださ
い。

連動ワイヤーがトリガーの輪の上部に
あることを確認してください。

トリガーを上に持ち上げ、扉が正常に
落ちるか確認､調整を行ってください。

トラップ上部のドアロックを持ち上げ入
口扉を解除します。

バネを押し込みながら入口扉を持ち
上げます。

フック（爪）を入口扉にセットしてくださ
い。

■らく捕りー トリガーモジュール 設置方法

※撮影のためフイルムを貼っています

調整してください 

連動ワイヤーを引っ張りながら 

調整ツマミをフックに密着 



指のセンサー

餌と連動したトリガー

より高い誘因

トリガー部が魅力的に思わせる
ようできるだけ匂いの強いもの
をご利用ください。

・乾燥させたマシュマロ
・唐揚げ
・ジャム、ピーナッツバター
・キャラメルコーン
・バナナ
・甘いせんべい
・かりんとう
・クリームパン等

アライグマの採餌は鼻よりも指
の情報を重視します。顔を向け
ずにわらの中から食べられる
コーンのみを見つけることも簡
単です。

アライグマの器用な指で、より
トリガーを引きやすいように、
レバーに餌を引っかけるフック
を取り付けています。
乾燥させたマシュマロ等を引っ
かけるとより有効です。

コーンだけを食べた痕

匂いの強い 

ジャム、ピーナッツバター、

ツナマヨ、コーンマヨ等

コーン菓子や圧ペンコーン
※置きすぎてレバーの妨げにな

らないよう注意 

※写真は試作機です

乾燥させたマシュマロ 

レバーにもジャムや餌を乗

■らく捕りー トリガーモジュール 餌のセット方法



ﾄﾘｶﾞｰﾓｼﾞｭｰﾙ内の誘因

撒き餌の大きな餌

撒き餌の小さな餌

圧ペンコーン等小さな餌は食べ
るのに時間がかかり、ワナに対
しての警戒も遠ざかりやすく理
想的です。

小さな餌と大きな餌を混ぜてワ
ナ内を魅力的な環境にしてアラ
イグマを導いてください。

トリガーモジュール内には常に
餌があるので、外の撒き餌が他
の動物に食べられても魅力を感
じたアライグマはワナ内に侵入
し、穴に手を入れてトリガーレ
バーを引きます。

万が一、レバーを引かずに餌だ
けを食べられた場合でも中に餌
があることを学習した個体はま
たワナ内に侵入し手を入れま
す。

大きな餌はアライグマにとって
高い魅力になりますが、1つ手に
したところで満足してわなから
離れてしまうこともありおすす
めできません。

匂いを嗅ぎ 手を入れる 



①サテライトの用意 ②トリガーモジュールの取り付け

③Rピンでサテライトを固定 ④スライド扉の引き上げ

⑤アライグマの移送 ⑥突っつき棒で誘導

両端にRピンをさし固定します。 スライド扉を順に引き上げます。

隠れたいアライグマは比較的スムーズにサテライ
トに移ります。

途中で止まったり、尻尾が残る場合は突っつき棒
を軽くわなにあて音を出したり、尻尾に触れると
中まで入ります。

サテライトを用意して捕獲した箱わなに向かいま
す。

平坦な場所でサテライトをトリガーモジュールに
合わせます。

■らく捕りー サテライト 使用方法



⑦スライド扉を閉める ⑧サテライトの輸送

輸送方法 アライグマの向きを変える

密閉されているので車のトランクでの輸送も
可能です（衛生面には十分注意してくださ
い）

アライグマの向きを変えるには突っつき棒で
お尻を軽く突くと向きを変えます。

アライグマが入らない場合

アライグマが動かない場合は、わなごと90度にワナを傾け、サテライトへの通路穴を上に向け
ることで穴に気づかせやすくします。

速やかにサテライト側にスライド扉を差し込
みます。

両端のRピンを引き抜き、その後リンチピン
を差し込み扉を固定し完了です。
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